
　　　　

令和6 年 5 月 20 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 夏祭り・クリスマスパーティー・避難訓練（年1回）・制作活動（月1回）・戸外活動

月～土（祝日含む）　9時00分から18時00分まで
月～金　　　　　　　9時00分から13時00分（ご家庭の都合により17時00分まで可）
土及び祝日　　　　　9時00分から16時00分まで

家族支援
利用時、送迎の実施や相談等ご家族（きょうだい児含む）の支援を実施する。
またご家族の就労の都合により延長支援を実施する。

移行支援

一貫した支援、連続性のある支援を行える様に、利用者の状態や事業所で
の様子の情報を関係機関や保護者と共有する。また必要な都度、保護者を
含めて関係機関と一緒に支援会議を行う。

地域支援・地域連携
保護者、保育所や幼稚園、他事業所やその他関係機関との情報共有を実施す
る。

職員の質の向上 内部研修・外部研修への参加

支　援　内　容

本
人
支
援

送迎時に保護者や保育所などから利用者の様子を聞いて健康状態を把握します。また音楽療法を通して指先の巧緻性を高めるなどしていきながら自分でできることを増やして行きます。
戸外活動などを通して睡眠リズムを整えられるようにしたり、声掛けなどにより排泄の習慣を身に付ける等、基本的な生活スキルを獲得できるように支援します。

音楽療法を通して自分の身体のコントロール方法を学べるようにします。粗大運動や微細運動を通じて感覚統合のトレーニングを行い、協調運動の発達を促します。

音楽療法を通して自分の身体のコントロール方法を学べるようにします。感覚統合を図りながら、ブロック遊びなど様々な活動を通して空間認知や時間や数字の概念などが身に付けられ
るように支援していきます。

音楽療法を通して声を出すことや声を言葉に変換したり、身振り手振りなどで自分の思いを他者に伝えられるように支援します。またごっこ遊びや読み聞かせなどを通じて語彙を増やし
たり表現方法を身に付けられるように支援します。

運動療育を通して自己肯定感を高めながらコミュニケーションスキルを身に付けていきます。適宜スタッフが間に入りながらお友達と一緒に遊べるように支援していきます。

法人（事業所）理念
笑顔・活気・向上心
個人の人権や生活を大切にし、地域社会で共に生活して行けるように支援します。また利用される方々平等で良質な療育を提供します。

支援方針
運動療育を通して子どもたちが様々なスキルを学び成長することができる。運動を基盤とする活動を通じて、自己肯定感を高め社会性やコミュニ
ケーションスキルを磨きながら、身体的、精神的な発達を促進する。

営業時間
ご利用時間

送迎実施の有無

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスWeppy 支援プログラム 作成日


